
別添資料3-1

各教科書における国際教育関連記載項目　類別化まとめ

社会・地理的分野　

教科書番号 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

巻頭 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

(1) 地域構成

地域構成を取り上げ、位置や分布などに着目し

て、世界の地域構成や日本の地域構成を大観し理

解する

● ● ●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ●

●

● 〇 〇

〇

〇

(1) 世界各地の人々の生活と環境

場所や人間と自然環境との相互依存関係などに着

目して、人々の生活と場所・社会条件の相互の影

響や生活・環境の多様性を理解する

●

●

●

●

●

●

〇

●

●

●

●

●

●

〇

●

●

●

●

●

〇

〇

●

●

●

●

●

●

● ● 〇

●

●

●

●

● 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

(2) 世界の諸地域

各州を取り上げ、空間的相互依存作用や地域など

に着目して、地球的課題は地域的特色の影響を受

けることや、人々の生活を基に地域的特色を理解

する

〇 〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇 ● ●

●

〇

●

●

●

●

●

〇

〇

●

●

●

〇

●

●

〇

●

●

●

●

〇

●

●

●

〇

●

●

〇

●

●

●

〇

●

●

●

〇

●

●

〇

●

●

●

〇

●

〇

●

〇

●

●

●

●

●

〇

●

●

●

●

●

●

●

〇

●

〇

●

●

〇

〇

●

●

●

●

●

●

〇

●

●

●

〇

●

●

●

●

●

●

〇

●

〇 ●

●

●

●

●

〇

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

〇

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

●

〇

●

●

●

●

●

●

●

〇 〇 ●

●

●

●

〇

〇

〇

●

●

●

〇

〇

〇

●

〇

〇

● 〇

●

〇

〇 〇 〇

3 社会参加2 情報化 1 人権 2 環境 3 平和

B　世界の様々な地域

A 世界と日本の地域構成

別添資料2において、各教科書会社ごとに国際教育に関わる記載の抜き出し、その内容について以下の基準で分類、印付けしている。

　●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

　〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つトピックに何もつかない場合もあれば、複数つく場合もある）

本資料においては、その結果を教科ごとにまとめている。①、②…という数字は、教科書会社を意味する。

4 開発
学習指導要領

B グローバル社会 C 地球的課題 D 未来への選択

1 文化理解 2 文化交流 3 多文化共生

A 多文化社会

1 相互依存 1 歴史認識 2 市民意識



教科書番号 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

(1) 地域調査の手法

場所などに着目して、調査を行う視点や方法、地

理的なまとめ方の基礎を理解し、用途に適した地

図の作成などの地理的技能を身につける

●

(2) 日本の地域的特色と地域区分

項目ごとに分布や地域などの着目して、日本の自

然環境、人口に関する特色、資源・エネルギーと

産業に関する特色、国内各地の結び付きや日本と

世界の結び付き、国土の特色を理解し、地域区分

する技能を身につける

● ●

●

● ●

●

●

● 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇

(3) 日本の諸地域

考察の仕方を基にして、空間的相互依存作用や地

域などに注目して、地域的特色や地域の課題、特

色ある事項やそれに関連する他の事象について理

解する

〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

●

〇

●

●

〇

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

●

●

●

●

●

● ●

●

● ● ● ●

〇

〇 〇 〇

(4) 地域の在り方

空間的相互依存作用や地域などに着目して、地域

の実体や課題解決のための取り組みを理解し、構

想したことを適切に説明、議論し、まとめる手法

について理解する

3 社会参加
学習指導要領

A 多文化社会 B グローバル社会 C 地球的課題 D 未来への選択

1 文化理解 2 文化交流 3 多文化共生 1 相互依存 2 情報化 1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史認識 2 市民意識

C 日本の様々な地域



別添資料3-2

各教科書における国際教育関連記載項目　類別化まとめ

社会・歴史的分野　

教科書番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

巻頭 〇 ●

(1) 私たちと歴史

(2) 身近な地域の歴史

(1) 古代までの日本

・世界各地で文明が築かれたことを理解する

・国際的な要素を持った文化が栄え、それらを

基礎としながら文化の国風化が進んだことを理

解する

●

〇

●

〇

●

〇

●

〇

●

●

〇

●

●

〇

●

●

〇

〇

●

〇

●

〇

●

〇

●

〇

●

〇

●

〇

●

(2) 中世の日本

(3) 近世の日本 〇 ● ● 〇

(1) 近代の日本と世界

　(ｶ)第二次世界大戦と人類への惨禍

昭和初期から大事に世界大戦の就活までの我が

国の政治・外交の動き、中国などアジア諸国と

の関係、欧米諸国の動きなどをもとに、大戦が

人類全体に惨禍を及ぼしたことを理解する

● ● ● ●

〇

● ● ● ●

(2) 現代の日本と世界

　(ｱ) 日本の民主化と冷戦下の国際社会

第二次世界大戦後の諸改革の特色や世界の動き

の中で新しい日本の建設が進められたことを理

解

　(ｲ) 日本の経済の発展とグローバル化する世

界

我が国の経済や科学技術の発展によって国民の

生活が向上し、国際社会において我が国の役割

が大きくなってきたことを理解

〇 ● ● 〇 ● ●

●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

●

〇

●

●

●

●

〇

〇

●

● ● 〇 〇 〇 ● ● ●

●

●

●

〇

●

●

〇

●

〇 〇

●

〇

●

〇

●

〇

●

●

●

●

〇

〇

●

〇

〇 ● ● 〇 ● ●

〇

● ●

特集

その他

〇 ● ● 〇 〇 〇 ●

3 平和

別添資料2において、各教科書会社ごとに国際教育に関わる記載の抜き出し、その内容について以下の基準で分類、印付けしている。

　●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

　〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つトピックに何もつかない場合もあれば、複数つく場合もある）

本資料においては、その結果を教科ごとにまとめている。①、②…という数字は、教科書会社を意味する。

4 開発 1 歴史認識 2 市民意識

C　近現代の日本と世界

B　近世までの日本とアジア

A　歴史との対話

学習指導要領
A 多文化社会 B グローバル社会 C 地球的課題 D 未来への選択

1 文化理解 2 文化交流 3 多文化共生 1 相互依存 2 情報化 3 社会参加1 人権 2 環境



別添資料3-3

各教科書における国際教育関連記載項目　類別化まとめ

社会・公民的分野　

教科書番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

巻頭 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ●

(1) 私たちが生きる現代社会と文化の特色

位置や空間的な広がり、推移や変化などに着

目して、課題を追及したり解決したりする活

動を通して、現代日本の特色や文化の意義・

影響を理解する

〇 ●

●

〇

●

〇

〇

●

〇

●

〇

●

〇

● 〇

●

〇

〇

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● 〇

●

〇

●

●

●

●

〇 ●

〇

● ●

〇

○

●

○

●

●

〇

〇

〇

● 〇 ○

●

〇 〇 ● 〇 〇 〇

(2) 現代社会を捉える枠組み

対立と合意、効率と公正などに着目して、個

人の尊厳と両性の本質的平等、契約や個人の

責任について理解する

● 〇

(1) 市場の働きと経済

対立と合意、効率と公正、分業と交換、希少

性などに着目して、経済活動の意義、市場経

済の基本的な考え方、生産や消費、勤労の権

利と義務について理解する

● 〇 〇 ● 〇 ●

●

●

●

●

●

●

● ●

○

●

〇 ●

〇

〇 ● ● ● ● 〇

(2) 国民の生活と政府の役割

対立と合意、効率と公正、分業と交換、希少

性などに着目して、社会資本の整備や消費者

の保護、財政及び租税の意義、国民の納税義

務について理解する

● ○

●

●

●

〇 ● ● 〇

(1) 人間の尊重と日本国憲法の基本的原則

対立と合意、効率と構成、個人の尊重と法の

支配、民主主義などに着目して、人間の尊

重、法に基づく政治、基本的人権の尊重、天

皇の地位と国事に関する行為、を理解する

〇

〇

● 〇 ● 〇 〇 〇

〇

●

〇

●

〇

〇

〇

〇

●

● 〇

〇

●

●

●

●

〇 ● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇 ● ● ●

●

●

〇

〇

〇

●

●

●

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

(2) 民主政治と政治参加

対立と合意、効率と公正、個人の尊重と法の

支配、民主主義などに着目し、我が国の民主

政治の仕組み、議会制民主主義の意義、法に

基づく公正な裁判の保障、地方自治の基本的

な考え方を理解する

● ●

3 平和

別添資料2において、各教科書会社ごとに国際教育に関わる記載の抜き出し、その内容について以下の基準で分類、印付けしている。

　●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

　〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つトピックに何もつかない場合もあれば、複数つく場合もある）

本資料においては、その結果を教科ごとにまとめている。①、②…という数字は、教科書会社を意味する。

4 開発

C　私たちと政治

B　私たちと経済

A　私たちと現代社会

1 歴史認識 2 市民意識
学習指導要領

A 多文化社会 B グローバル社会 C 地球的課題 D 未来への選択

1 文化理解 2 文化交流 3 多文化共生 1 相互依存 2 情報化 3 社会参加1 人権 2 環境



教科書番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

(1) 私たちと国際社会の諸問題

対立と合意、効率と公正、協調、持続可能性

などに着目して、国家間の相互主権の尊重と

協力、国際機構の役割、課題解決のための協

力の重要性を理解する

〇 ● ●

〇

〇

〇

〇

〇

● 〇

〇

●

●

●

〇

〇 ● ●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

● 〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

●

●

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

●

〇

●

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

○

○

●

○

○

○

○

○

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

〇

〇

〇

● 〇 〇

●

●

●

〇

●

〇

〇

〇

●

〇

〇

●

●

●

〇

〇

〇

●

●

●

●

〇

●

●

●

●

●

●

○

●

●

●

○

●

●

●

●

●

○

●

○

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

●

●

○

●

○

○

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇 ●

●

●

● 〇

(2) よりよい社会を目指して

持続可能な社会を形成することに向けて、社

会的な見方・考え方を働かせ、課題を探求す

る活動を通して、解決すべき課題を多面的・

多角的に考察、構想し、自分の考えを説明す

る

〇 〇 ●

○

〇

〇

●

●

●

●

● 〇

巻末

その他

● ●

2 市民意識 3 社会参加1 人権 2 環境 3 平和 4 開発 1 歴史認識
学習指導要領

A 多文化社会 B グローバル社会 C 地球的課題 D 未来への選択

1 文化理解 2 文化交流 3 多文化共生 1 相互依存 2 情報化

D　私たちと国際社会の諸問題



別添資料3-4

各教科書における国際教育関連記載項目　類別化まとめ

理科1、2，3

教科書番号 ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ④ ⑤

(1) 身近な物理現象

(2) 身の回りの物質

(3) 電流とその利用

(4) 化学変化と原子・分子

(5) 運動とエネルギー

(6) 化学変化とイオン

(7) 科学技術と人間 ● ●

●

●

●

●

●

〇 〇 ●

(1) いろいろな生物とその共通点

(2) 大地の成り立ちと変化

(3) 生物の体のつくりと働き ●

(4) 気象とその変化 ● ● 〇 ●

(5) 生命の連続性

(6) 地球と宇宙

(7) 自然と人間 〇 ●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

〇

●

●

〇

〇

● 〇 〇

巻末

その他

別添資料2において、各教科書会社ごとに国際教育に関わる記載の抜き出し、その内容について以下の基準で分類、印付けしている。

　●：教科書記載のトピックが主に当てはまる分類（一つのトピックにつき一つのみ）

　〇：教科書記載のトピックが関連のある付随的分類（一つトピックに何もつかない場合もあれば、複数つく場合もある）

本資料においては、その結果を教科ごとにまとめている。①、②…という数字は、教科書会社を意味する。
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